
 

第３５号議案 

 

 

 

   令和２年度芦屋市一般会計補正予算（第１号） 

 

 

 

  令和２年度芦屋市の一般会計補正予算（第１号）は，次に定めるところによる。 

 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ10,389,858千円を追加し，歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ57,299,858千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は，「第１表歳入歳出予算補正」による。 

  

 

 

   令和２年４月２７日提出 

 

 

 

芦屋市長 伊 藤  舞    

 

 

35-1



35-2 35-3



35-4 35-5



35-6 35-7



35-8 35-9



35-10 35-11



35-12 35-13



35-14 35-15



35-16 35-17



35-18 35-19



令和２年度一般会計補正予算（第１号）について

歳入歳出予算

現計予算額： 46,910,000千円

補 正 額： ＋10,389,858千円

補正後予算額： 57,299,858千円

（補正額の内訳）

① 市民への生活支援（特別定額給付金事業）＋ 9,670,600千円

② 企業等への事業継続支援 ＋ 612,166千円 （＋612,166千円）

③ 感染拡大防止対策の強化 ＋ 30,300千円 （＋ 30,300千円）

④ 学校の臨時休業に係る環境整備 ＋ 16,792千円 （＋ 16,792千円）

⑤ 予備費の増額 ＋ 60,000千円 （＋ 60,000千円）

補 正 額： ＋10,389,858千円 （＋719,258千円）

※ （ ）内は市負担額（内数）

第 ３ ５ 号 議 案 説 明 資 料
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【別紙】…前頁①～⑤に係る歳出予算の補正内容
（単位：千円）

国費 一般財源

民生費‐社会福祉費‐社会福祉総務費

特別定額給付金事業

商工費‐商工費‐商工振興費

芦屋市事業者支援緊急融資事業

商工費‐商工費‐商工振興費

休業要請事業者経営継続支援事業
（県・市協調分）

商工費‐商工費‐商工振興費

休業要請事業者経営継続支援事業
（市独自上乗せ分）

民生費‐老人福祉費‐老人福祉事業費

介護サービス事業者事業継続支援金

民生費‐社会福祉費‐障害者福祉費

障がい福祉サービス事業所等事業継続支
援事業（障がい者）

民生費‐児童福祉費‐児童福祉総務費

障がい福祉サービス事業所事業継続支援
事業（障がい児）

民生費‐老人福祉費‐老人福祉事業費

濃厚接触者等に対する介護サービス提供
継続支援事業

民生費‐社会福祉費‐障害者福祉費

濃厚接触者等に対する障がいサービス提
供継続支援事業

民生費‐社会福祉費‐障害者福祉費

布マスク作製経費助成事業

②

＋5,040

＋21,600

＋4,800

＋40,166

＋31,500 ＋31,500

＋21,600

＋4,800

事　業　名 補正額
財源内訳

事 業 概 要

＋9,670,600
基準日（令和2年4月27日）において住民基本台帳に記録されている者
一人につき10万円を給付するもの。

＋9,670,600①

＋600＋600
障がい福祉サービス事業所が布マスクの作製を行う場合に，
その経費の一部を助成するもの（一事業所につき上限10万円）。

上記の対象となる飲食店等を営む個人事業主に対して，市独自の上乗せ
分（15万円）を支給するもの。

サービスの利用自粛に伴い新型コロナウイルスの影響を受けていない
直近の給付費等と比較して20％以上減少した介護サービス事業者及び
障がい福祉サービス事業所等（障がい者・障がい児）に対して，市独自
の経営継続支援金（一法人につき上限30万円）を支給するもの。

濃厚接触者等と認定された通所サービス等の利用者にホームヘルプや
訪問看護等のサービスを提供する事業者に対して，ヘルパー派遣調整
及び直接従事者に対する手当分として市独自の補助金（利用者一人あた
り一日につき3千円）を支給するもの。

中小法人及び個人事業主の資金繰り対策として，無利子・無担保の
緊急融資（50万円・1年間据え置き）を実施するもの。

＋500,000 ＋500,000

＋5,040

休業要請等に応じた中小法人及び個人事業主に対して，県・市が協調
して一定の経営継続支援金（15万円～100万円）を支給するもの。

＋7,200 ＋7,200

＋1,260 ＋1,260

＋40,166
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（単位：千円）

国費 一般財源
事　業　名 補正額

財源内訳
事 業 概 要

衛生費‐保健衛生費‐保健衛生総務費

ＰＣＲ検査等拡充事業

消防費‐消防費‐常備消防費

感染拡大防止対策事業（救急隊員）

民生費‐社会福祉費‐社会福祉総務費

感染拡大防止対策事業（福祉活動者）

教育費‐小学校費‐学校管理費

感染拡大防止対策事業（小学校）

教育費‐中学校費‐学校管理費

感染拡大防止対策事業（中学校）

教育費‐保健体育費‐学校給食費

新型コロナウイルス対策臨時見舞金事業

教育費‐保健体育費‐学校給食費

学校給食に関する助成費の減額

教育費‐教育総務費‐教育指導研究費

家庭でのオンライン学習等支援事業

予備費‐予備費‐予備費

予備費の増額

合　計 ＋10,389,858 ＋9,670,600 ＋719,258

③

＋2,549

△ 22,717 △ 22,717

＋1,600

＋600 ＋600

＋1,600

＋2,549

④

家庭にインターネット環境のない児童生徒に対して，モバイルルータや
タブレットＰＣ等を貸与し，臨時的に学習支援を行うもの。

⑤
今後発生しうる緊急の新型コロナウイルス感染症対策に迅速に対応する
ため，予備費を増額するもの。

＋60,000 ＋60,000

＋36,960

＋4,389

＋36,960

＋4,389

＋12,432 ＋12,432

＋11,279 ＋11,279

臨時休業による自宅での育児等に係る救援措置として，小・中学校の
要保護，準要保護，特別支援学級（第1・2段階）児童生徒の保護者に
対して，臨時見舞金（児童生徒一人につき月5千円）を支給するもの。

上記見舞金の支給に伴い，現計予算における要保護・準要保護の
児童生徒に対する給食費に係る就学援助費を臨時見舞金の財源へ
組み替えるもの。

新型コロナウイルス感染拡大に伴い，ＰＣＲ検査等の体制の充実を図る
もの。

福祉活動者（民生委員・児童委員，民生児童協力委員，保護司等）に
対して，感染症拡大防止のためのマスク，消毒液等を配布するもの。

全ての市立小・中学校に児童生徒の体温を監視する装置（サーモグラ
フィー）を設置し，体温が一定以上ある児童生徒の体調管理を行える
ようにするもの。

救急活動時の消防隊員の感染防止のため，防護マスク，ゴーグル，
感染防止衣，手袋等を配備するもの。
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